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今号の表紙
　11月15日、白水大池公園で行われた第41回春日市走ろう大会「ラ
ン（子ども）&ウォーク」。写真は、400m就学前女子の部（関連記事14
ページ）。



2市 報 か す が
平成27年12月15日

あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

 　
自
転
車
は
、
私
た
ち
の
行
動
範
囲
を
広
げ
る
便
利
な
乗
り
物
で
す
。

　
し
か
し
同
時
に
、正
し
い
乗
り
方
、正
し
い
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
、

最
悪
の
場
合
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
な
乗
り
物
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
自
転
車
の
正
し
い
ル
ー
ル
や
制
度
を
確
認
し
、
み
ん

な
で
自
転
車
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
は
車
両
の
一
種
！

道
路
交
通
法
の
対
象
で
す

　
免
許
を
取
ら
ず
に
誰
で
も
運
転
す
る
こ
と

が
で
き
る
自
転
車
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身

近
な
乗
り
物
で
す
。

　
し
か
し
自
転
車
は
、
道
路
交
通
法
上
、
車

両
の
一
種（
軽
車
両
）に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
道
路
交
通
法
に
従
っ
た

運
転
が
必
要
で
、
違
反
を
す
れ
ば
、
罰
金
や

刑
罰
の
対
象
で
す
。

　

他
県
で
は
、
小
学
５
年
生
の
男
子
が
、

歩
行
者
と
衝
突
し
、
そ
の
保
護
者
が
９
５ 

０
０
万
円
の
民
事
責
任
を
問
わ
れ
た
判
例
も

あ
り
ま
す
。

春
日
市
の
現
状

　
平
成
27
年
１
月
か
ら
10
月
末
ま
で
に
、
市

で
は
７
５
２
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
、
そ

の
う
ち
自
転
車
事
故
は
１
５
１
件
で
し
た
。

春
日
署
管
内
の
他
市
町
の
自
転
車
事
故
件
数

と
比
べ
る
と
、
大
野
城
市
が
１
０
３
件
、
那

珂
川
町
が
40
件
で
、
市
は
自
転
車
事
故
が
多

い
傾
向
で
す
。

　
春
日
署
管
内
で
の
交
通
事
故
の
う
ち
、
自

転
車
事
故
が
占
め
る
割
合
は
、
18
・
９
％
で

す（
平
成
27
年
10
月
末
現
在
）。
自
転
車
事
故

の
中
に
は
小
学
生
が
関
わ
っ
て
い
る
も
の
も

含
ま
れ
て
お
り
、
自
転
車
事
故
は
、
私
た
ち

の
身
近
な
事
故
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

「ちゃりんこ安全プロジェクト」スタント
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１. 自転車は原則車道を走ろう！

２. 車道の左側を走ろう！ 

３. 歩道走行時は歩行者優先で、車道
寄りを徐行しよう！ 

　自転車の右側通行は禁
止されています。
　右側通行をすると、左
側通行をしている他の自
転車やバイクなどと衝突
したり、すれ違うときに
車道中央に飛び出して自
動車とぶつかったりする
ため危険です。

　歩道と車道の区別があるときは、自転車は車道の左側を走
行しましょう。
　ただし例外として、次の場合は歩道を通行できます。
①道路標識や道路標示で指定された場合
②運転者が13歳未満の子ども、70歳以上の高齢者、身体の

不自由な人の場合
③車道や交通状況から見て、安全のためやむを得ない場合
※自転車道が設けられている道路では、やむを得ない場合を

除き、自転車道を走行しなければなりません。

　歩道は歩行者優先
です。自転車で歩道
を通行するときに
は、車道寄りの部分
を徐行（すぐに止ま
れる速度）しなけれ
ばなりません。

　歩行者の通行の妨げになる場合は、一時停止し
歩行者に配慮した優しい運転を心掛けましょう。

　
自
転
車
に
安
全
に
乗
る
た
め
に
、次
の
自
転
車
の
乗
り
方
５
原
則
を
学
び
、基
本
的
な
自
転

車
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

４. 安全ルールを守ろう！ 

　飲酒運転や二人乗り、並走などは禁止です。信号
を守り、交差点での一時停止と安全確認を怠らない
ようにしましょう。

　また、夜間に自転車を運転する場
合は、前照灯と尾灯（または反射器
材）をつけなければなりません。ラ
イトをつけないと、前方が見えない
だけでなく、相手側から発見されに
くいため危険です。つけましょう。

車　道
左 右

車　道

歩　道

車道寄りを走ろう！

５. 子どもにはヘルメットを着用させよう！ 
　6歳未満の幼児が同乗中に事故に遭った場合、約4割の幼児が頭部損傷
のけがをしています。自転車に同乗させるときには、乗車用ヘルメット
を確実に着用させましょう。
　また、13歳未満の児童・幼児が自転車に乗るときには、保護者がヘルメッ
トを着用させるよう努めなければなりません（道路交通法第63条の11）。
　ヘルメットの着用は義務ではありませんが、子どもの安全を守るため
にも、サイズの合うヘルメットを、眉毛のすぐ上まで深くかぶらせ、あ
ごひもをしっかりと締めさせましょう。

大
切
な
命
を
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
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　友達などと横に並んで走
る並走は危険です。縦に一
列に並び走行しましょう。

　
こ
れ
く
ら
い
、
少
し
く
ら
い
、
と
違
反
行
為
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
少
し
の
油
断
が
大
事
故
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
危
険
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

自転車運転者講習制度を詳しく教えて！

　自転車での悪質運転が目立つため、平成27年６月１日から、道路交通法の改
正に伴い、新しい制度ができました。

14歳以上の人が
「危険な行為」を
3年以内に2回以
上繰り返す。

自転車運転者
講習受講命令

危険行為を
繰り返す

1回3時間5700
円の講習を必ず
受けなければな
らない。

命令後、3カ月
以 内 に 受 講 し
ないと、5万円
以 下 の 罰 金 が
科せられる。

受講命令を無
視すると…

危
険
行
為
っ
て
ど
ん
な
の
が
あ
る
の
？

　
自
転
車
運
転
者
講
習
の
対
象
と
な
る
危
険

行
為
は
、
次
の
14
種
で
す
。

①
信
号
無
視

②
遮
断
踏
切
立
ち
入
り　

③
指
定
場
所
一
時
不
停
止
等

④
歩
道
通
行
時
の
通
行
方
法
違
反（
歩
行
者

妨
害
な
ど
）

⑤
制
動
装
置（
ブ
レ
ー
キ
）不
良
自
転
車
運
転

⑥
酒
酔
い
運
転

⑦
通
行
禁
止
違
反

⑧
歩
行
者
用
道
路
に
お
け
る
車
両
の
義
務
違

反（
徐
行
違
反
）

⑨
通
行
区
分
違
反

⑩
路
側
帯
通
行
時
の
歩
行
者
の
通
行
妨
害

⑪
交
差
点
安
全
進
行
義
務
違
反
等

⑫
交
差
点
優
先
車
妨
害
等

⑬
環
状
交
差
点
安
全
進
行
義
務
違
反
等

⑭
安
全
運
転
義
務
違
反（
傘
さ
し
、
携
帯
電

話
使
用
、
片
手
運
転
な
ど
）

※
こ
の
他
に
も
、
警
察
官
の
再
三
の
指
導
に

従
わ
な
い
場
合
は
、
検
挙
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

つ
い
つ
い
や
っ
て
し
ま
い
が
ち
… 

そ
れ
、
違
反
行
為
で
す
！

　携帯電話やスマートホン
を見ながら運転すると、周
りが見えなくなり危険です。

　自転車は車両の一種で
す。もちろん飲酒運転は禁
止です。

　イヤホンで大音量の音楽を
聞くと、周りの音が全く聞こ
えなくなり危険です。

　信号無視をすると、事故
に遭う可能性が高くなりま
す。信号を守りましょう。

　指定場所での一時不停止は、
事故につながります。一旦停止
し左右をよく確認しましょう。

自転車の並走
携帯電話やスマートホ
ンを使用しながら運転 酒に酔って飲酒運転

イヤホンで大音量の音
楽を聞きながら運転 信号無視 指定場所一時不停止

　
私
た
ち
が
し
て
し
ま
い
が
ち
な
危
険
行
為
で
す
。
こ
れ
ら
は
講
習
の
対
象
と
な
る
危

険
行
為
で
す
。
再
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

5万円以下の罰金

あ
な
た
は
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

自
転
車
の
危
険
運
転
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交通事故を防止するために
　高齢者交通死亡事故の約半数は、道路横断中に発生しています。
　道路を渡るときは、一度止まって左右の安全を確認し、横断中は中央線付近
でまた左をもう一度確認し渡りきりましょう。
　自転車は、車道通行が原則で、歩道は13歳未満70歳以上のみ通行できます（例
外あり）。
　左右の見通しの悪い交差点では、徐行（ただちに止まれる速度）し安全確認後
に通行しましょう。
　これらのことに気を付けながら、健康的に毎日を過ごしてください。

問い合わせ先　安全安心課防犯安全担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1143

交通ルールを守ることの大切さを考えよう
　普段から何気なく使っている自転車も、交通事故を起こせばけがもするし、
命を落とすこともあります。また、自分だけでなく、相手に重大なけがを負
わせることもあります。
　自転車の基本的なルールを守れば、事故は未然に防ぐことができます。基本
的なルールは、他人への思いやり、つまりマナーを守ることにもつながります。
　事故を起こさないため、事故に遭わないため、そして自分自身を守るため、
交通ルールを守りましょう。

春日警察署 交通第一課
野
の な か

中嘉
よしゆき

之交通総務係長

市交通安全指導員
出
で ぐ ち

口正
まさはる

春さん

皆さんに伝えたいこと

地
域
で
取
り
組
む
交
通
安
全

　
11
月
７
日
、
春
日
地
区
若
水
会
館
で
、
春

日
地
区
・
原
町
の
子
ど
も
や
地
域
の
人
を
対

象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ（
春
日

東
小
学
校
原
町
地
区
委
員
主
催
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

や
春
日
警
察
署
の
職
員
に
よ
る
講
話
で
自
転

車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
主
催
し
た
同
委
員
の
万ま
ん
ば庭
さ
ん
は
、「
自

転
車
運
転
の
危
険
性
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。
こ
の
教
室
を
通
し

て
、
み
ん
な
の
気
持
ち
が
改
め
て
引
き
締
ま

れ
ば
、
と
思
い
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
各
地
区
で
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

筑
紫
地
区
で
取
り
組
む
交
通
安
全

　
通
学
な
ど
で
自
転
車
を
使
用
す
る
機
会
が

多
い
高
校
生
に
対
し
て
、
筑
紫
地
区
の
自
治

体
、
高
校
、
警
察
が
協
力
し
て
、
プ
ロ
の
ス

タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
ス
タ
ン
ト
を
利
用
し

た
、
自
転
車
の
危
険
性
や
責
任
を
理
解
さ
せ

る「
ち
ゃ
り
ん
こ
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
取
り
組
む
交
通
安
全
教
室

　
市
は
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
交
通
安

全
教
室
を
開
き
、
自
転
車
の
乗
り
方
を
説
明

す
る
な
ど
、
交
通
安
全
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

△クイズなどを通して楽しく交通
ルールを学ぶ参加者。参加者の柳
原悠希（やなぎはらはるき）さん
は「楽しかった。教室を受け、交
通ルールを守ろうと思った」と感
想を述べました。

△11月12日、太宰府高校で行われた
ちゃりんこ安全プロジェクト。目の
前で行われた交通事故の交通安全
スタントに、思わず悲鳴をあげる生
徒も。

△11月16日、春日西中学校で行
われた交通安全教室。春日署の
交通第一課職員を講師に、自転
車の乗り方や市の事故状況の説
明などを行いました。

み
ん
な
で
取
り
組
む
交
通
安
全



(1) 職員の給与の状況

※職員の給与とは、給料と諸手当の合計額です。
※給料は、職務の種類と内容、職責に応じて、条例で定められた給料表に基づく額が支給されます。
※平均給与月額には、期末手当と勤勉手当は含まれていません。
※再任用は、集計の対象から除きます（以下同じ）。

(2) 諸手当
　諸手当は、扶養手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当など、該当する職員に条例で定められた算定方法に基
づく額が支給されます。

　
市
の
職
員（
臨
時
・
嘱
託
職
員
な
ど
を
除
く
）の
数
や
給
与
の
状
況
、
勤
務
条
件
な
ど
、

人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
は
、
民
間
委
託
な
ど
の
行
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
少
数
の
職

員
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　　職員の任免および職員数の状況

　　職員の給与の状況（平成27年度）

(1) 職員数　395人　（平成27年４月１日現在）

近隣他市との職員数比較
（普通会計における人口1000人当たりの職員数）

※人口に対する職員数（普通会計）は、市が全国の市町村で最少です。
※普通会計の職員数は、特別職（市長、副市長）、教育長、公営企業

等会計部門の職員（下水道・国民健康保険・介護保険・後期高齢
者医療の業務に従事する職員）を除く全ての職員数です。

(2) 採用者数・退職者数

区　分 平成26年度 平成27年度 増減数
議会事務局 6人 6人
市長事務部局 319人 323人 4人
教育委員会事務局 65人 60人 △5人
選挙管理委員会事務局 2人 2人
監査事務局 3人 3人
農業委員会事務局 1人 1人

合　計 396人 395人 △1人

春日市 Ａ市 Ｂ市 Ｃ市 Ｄ市
3.2人 3.7人 4.1人 4.2人 5.3人

総務省自治行政局「類似団体別職員数の状況（平成26年4月1日現在）」
から作成

■任命権者別職員数

区　分 初任給 平均年齢（4月1日現在） 平均給料月額（4月分） 平均給与月額（4月分）

一般行政職
大学卒 17万4200円

39.8歳 31万2774円 39万1049円短大卒 15万7700円
高校卒 14万6500円

技能労務職 高校卒 14万4200円 55.6歳 37万  450円 40万4855円

2

1

（△は減少を表しており、新規採用職員は配属先に計上）

公
表
し
ま
す

市
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど

問い合わせ先
総務課人事担当

☎（584）1111（代表）
F（584）1145

職　種
（採用職種）

平成26年度 平成27年度
採用者数 退職者数 採用者数

一般事務 10（3）人 18（3）人 16（4）人
保健師 1人 − −
保育士 2人 1人 1人
土木技師 − 1人 4（1）人
建築技師 − 2人 3人
文化財技師 1人 − −
技能労務職 1（1）人 3（1）人 −

合　計 15（4）人 25（4）人 24（5）人
※（　）内は再任用の人数（内数）です。
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　　職員の分限および懲戒処分の状況

　　職員の勤務時間とその他の勤務条件

　　職員の服務の状況
(1) 服務上の義務

　職員には、地方公務員法により、「法令等及び
上司の職務上の命令に従う義務」、「信用失墜行為
の禁止」、「秘密を守る義務」、「職務に専念する義
務」、「政治的行為の制限」、「争議行為等の禁止」、

「営利企業等の従事制限」など、服務上の義務が課
せられています。

(2) 職務に専念する義務の免除の状況
　職員の職務に専念する義務の特例に関する条例
などにより、妊娠中、出産後の健診、定期健診後
の再検査を受ける場合などに、職務に専念する義
務が免除されることがあります。

(3) 営利企業等の従事の許可状況
　職員は、営利企業の役員になったり、報酬を得て事
業や事務に従事したりすることはできません。
　ただし、職務の遂行に支障や影響がなく、地方公務
員としての信用を傷つける恐れがない場合は、許可
されることがあります（国勢調査や農業など）。

(1) 分限処分（平成26年度）
　分限処分とは、職員の勤務実績が良くない場合
や、疾病のためにその職責を果たせない場合など
に、公務能率の維持およびその適正な運営の確保
を図るために行う不利益処分のことです。

(2) 懲戒処分（平成26年度）
懲戒処分とは、職員に職務上の義務違反や公務員

としてふさわしくない非行がある場合に、公務にお
ける規律と秩序の維持を目的に行う不利益処分のこ
とです。

区 分 休 職 降 任 免 職 合 計
人 数 5人 ０人 ０人 5人

区 分 戒 告 減 給 停 職 免 職 合 計
人 数 1人 ０人 ０人 ０人 1人

項　目 平成25年度 平成26年度
職務に専念する
義務の免除 150件 152件

項　目 平成25年度 平成26年度

営利企業等の従事の許可 21件 38件

(1) 勤務時間（平成27年度）
　①1週間の勤務時間
　　38時間45分（1日当たり7時間45分）
　②勤務時間の割り振り
　　基本的な勤務時間　午前8時30分〜午後5時
　　（休憩時間：午後0時15分〜1時）
　　※部署によっては変則勤務があります。

(3) 育児休業などの取得者数
項　目 平成25年度 平成26年度

育児休業取得者数 男性 ０人 ０人
女性 12人 10人

育児部分休業取得者数 男性 0人 ０人
女性 8人 6人

項　目 平成25年度 平成26年度
職員1人当たりの
平均年次有給休暇取得日数 11.8日 12.1日

※変則勤務の職場などを除きます。

(2) 休暇
休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、

介護休暇、組合休暇があります。

5

4
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(1) 職員研修の状況（平成26年度）　総事業費　497万9348円

(2) 勤務成績の評定状況
　職員の日常の仕事ぶりや勤務態度を通じて勤務成績を評価し、昇任や配置などの人事管理に活用しています。
また、平成21年度から、組織の業績向上と人材育成を目的とする、新たな人事評価制度を導入しています。

(1) 職員互助会
　職員互助会は、会員の福利厚生に関する事業の
実施、相互扶助や親睦を図ることを目的として、
会員の掛け金と市の助成金で運営しています。

　主な事業
　①福利厚生事業　②慶弔給付事業　③貸付事業

(2) 職員の健康管理
　職員の健康を維持するため、健康診断を実施し
ています。

(3) 共済制度
　福岡県市町村職員共済組合に加入し、共済組合

区　分 主な内容・派遣先 コース・回数 受講人数

自主開催研修 管理・監督職研修
文書事務研修など 8コース（34回） 延べ1319人

派遣研修 福岡県市町村職員研修所
市町村職員中央研修所など 89コース（124回） 延べ228人

合　計 97コース（158回） 延べ1547人

■予算、決算の状況
区　分 平成26年度決算 平成27年度予算

市の助成金 680万2000円 680万1000円
会員の掛け金 745万4000円 744万6000円

平成26年度受診者数
392人

区　分 件　数
公務災害 4件
通勤災害 1件

　地方公務員法の規定に基づき、職員の保健、元気回復、その他厚生に関する事項を計画的に実施しています。

が短期給付（医療）、長期給付（年金）、福祉事業（健
康保持増進事業、貸付事業など）を行っています。

(4) 公平委員会の状況
　職員は、全体の奉仕者という立場から労働基本
権の一部が制限されています。このため、中立的
な機関である公平委員会に対して、身分上および
経済上の権利・利益の保護を求めることができる
ようになっています。
　平成26年度は、適正な勤務条件の確保に関す
る「勤務条件に関する措置の要求」および身分保障
を確実にするための「不利益処分に関する不服申
立て」はありませんでした。

(5) 公務災害・通勤災害の状況（平成26年度）
　職員が、公務中または通勤中に被災した場合は、
その災害によって受けた傷病について治療費など
が補償されます。

　　職員の研修および勤務成績の評定の状況

　　職員の福祉などの状況

　より詳しい内容は、市役所２階の情報公開コーナーや、市
ウェブサイト（http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/）で
見ることができます。

6

7

※慶弔給付事業は、市助成金の対象外です。
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平
成
28
年
１
月
か
ら
、
市
役
所
や
国
の
機

関
で
、
福
祉
、
保
険
、
税
な
ど
の
各
手

続
き
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

市
役
所
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
主
な
手
続
き

▽
市
民
課（
住
所
変
更
）

▽
国
保
年
金
課（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
）

▽
税
務
課（
市
税
の
減
免（
所
得
の
申
告
は
平
成

28
年
分
か
ら
）・
償
却
資
産
に
関
す
る
申
告
）

▽
福
祉
計
画
課（
生
活
保
護
）

▽
福
祉
支
援
課（
障
が
い
者
・
障
が
い
児
福
祉
）

▽
高
齢
課（
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
）

▽
こ
ど
も
未
来
課（
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手

当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭

支
援
・
保
育
所
）

▽
健
康
課（
予
防
接
種・健（
検
）診・養
育
医
療・

母
子
健
康
手
帳
）

▽
学
校
教
育
課（
学
校
保
健
）

▽
管
財
課（
市
営
住
宅
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の　
通
知
カ
ー
ド
と
本
人

確
認
書
類
１
点
、
ま
た
は
個
人
番
号

カ
ー
ド（
平
成
28
年
１
月
以
降
希
望
者

に
交
付（
要
申
請
））

※
本
人
確
認
書
類
と
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の

顔
写
真
付
き
の
官
公
署
が
発
行
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

が
な
い
場
合
は
、
健
康
保
険
証
や
年
金
手
帳

な
ど
の
本
人
確
認
書
類
が
２
点
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
各
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

マイナンバー（個人番号）が市役所での手続きに必要になります
情報政策課 IT推進担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1145

マイナンバーに便乗した
詐欺・不正勧誘に注意

　市役所や公的機関が、
電話や訪問などでマイ
ナンバーに関する問い合
わせや手続きを誘導する
ことは絶対にありません。
電話や訪問などで連絡が
あったときは詐欺です。断
りましょう。

県
は
、
一
人
親
家
庭
の
母・

父
や
寡
婦
の
生
活
の
安

定
と
、
そ
の
子
ど
も
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
、
各
種
資
金

の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
は
、
対
象
と
な
る
児
童

が
高
校
や
大
学
な
ど
に
進
学
す

る
た
め
の
就
学
支
度
資
金（
入

学
金
な
ど
）や
修
学
資
金（
授
業

料
な
ど
）な
ど
を
無
利
子
で
貸

し
付
け
る
制
度
で
、
市
は
、
こ

の
制
度
の
説
明
会
を
行
い
ま

す
。

日
時　
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰

午
前
10
時
〜（
２
時
間

程
度
）

場
所　
市
役
所
２
階
２
０
７
会

議
室

※
今
回
の
説
明
会
以
外
に
も
、

随
時
市
こ
ど
も
未
来
課（
市

役
所
２
階
）で
対
応
し
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

説明会を行います　県母子父子寡婦福祉資金制度
こども未来課 母子児童担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1115

簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ
る
通

知
カ
ー
ド
を
受
け
取
れ
な

か
っ
た
と
き
は
、
市
役
所
に
返
送

さ
れ
ま
す
。
次
の
書
類
を
持
参
し

て
、
市
民
課
窓
口（
市
役
所
１
階
）

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
本
人
受
け
取
り
の
場
合

①
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
の
顔
写
真
付
き
で
官
公

署
が
発
行
し
た
書
類
１
点

②
①
が
な
い
場
合
、
健
康
保
険

証
や
年
金
手
帳
な
ど
、
氏
名

と
生
年
月
日
か
住
所
が
記
載

さ
れ
て
い
る
書
類
２
点

○
代
理
人（
別
世
帯
の
人
）受
け
取

り
の
場
合（
次
の
全
て
の
書
類

が
必
要
）

▽
本
人
の
確
認
書
類（
①
か
②
）

▽
委
任
の
事
実
が
分
か
る
も
の

（
委
任
状
、
法
定
代
理
人
の

場
合
は
戸
籍
謄
本
な
ど
そ
の

資
格
を
証
明
す
る
書
類
）

▽
代
理
人
の
確
認
書
類（
①
か

②
）

マイナンバーの通知カード 受け取れなかったときには
市民課 受付戸籍担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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市
国
民
健
康
保
険
の
平
成
26
年
度
特

定
健
康
診
査
の
受
診
率（
速
報
値
）

は
、県
全
体
の
加
入
者
が
31・４
％
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
24
・
０
％
と
県
内
60
市
町

村
中
56
位（
２
位
上
昇
）で
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
受
診
率
よ
り
２・
７
％

伸
び
、
受
診
割
合
が
５
分
の
１
か
ら
４
分

の
１
に
近
づ
き
ま
し
た
が
、
県
内
で
は
引

き
続
き
下
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

○
平
成
26
年
度
特
定
健
診
受
診
結
果（
速

報
値
）か
ら
分
か
っ
た
こ
と

　

内
臓
脂
肪
症
候
群（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）該
当
者
と
そ
の
予
備

群
の
割
合
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
１
・

３
％
上
昇
し
26
・
６
％
で
、
昨
年
に
引

き
続
き
受
診
者
の

４
分
の
１
を
超
え

て
い
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
症
候
群
の
状
態
が
続
く

と
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
心
疾
患

（
心
筋
梗
塞
な
ど
）、
脳
卒
中（
脳
梗
塞
、

脳
出
血
な
ど
）、
糖
尿
病
な
ど
の「
生
活

習
慣
病
」を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
増

大
し
ま
す
。

　

ま
た
、
結
果
が
改
善
し
た
人（
平
成

25
年
度
に
内
臓
脂
肪
症
候
群
、
ま
た
は

そ
の
予
備
群
に
該
当
し
て
い
た
が
平
成

26
年
度
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
人
）の

割
合
は
、
13
・
４
％
で
、
残
念
な
が
ら

前
年
度
か
ら
３・
４
％
低
下
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
平
成
26
年
度

受
診
結
果
に
よ
り
特
定
保
健
指
導
の
対

象
と
な
っ
た
人
は
16
・
３
％
で
、
平
成

25
年
度
か
ら
１・２
％
上
昇
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
指
導
を
終
了
し
た
人
の
割
合

は
28
・
０
％
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

※
今
年
度
の
特
定
健
診
は
、
平
成
28
年
２

月
29
日
㈪
ま
で
で
す
。
生
活
習
慣
病
は

自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、
毎
年
定
期
的

に
健
診
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

市国保の特定健診受診者は４人に１人です！
国保年金課 国保担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

順位 地区名 受診者数
（人）

対象者数
（人）

受診率
（％）

１ 白水池 92 255 36.1
２ 惣利 138 404 34.2
３ 小倉東 79 240 32.9
４ 平田台 116 363 32.0
５ 松ヶ丘 150 502 29.9
６ 大土居 73 263 27.8
７ 春日公園 130 471 27.6
８ 塚原台 72 267 27.0
９ 昇町 214 817 26.2
10 大谷 152 581 26.2
11 泉 59 227 26.0
12 若葉台西 108 423 25.5
13 紅葉ヶ丘 225 890 25.3
14 下白水北 134 533 25.1
15 サン・ビオ 69 277 24.9
16 春日 121 498 24.3
市全体 3778 1万5731 24.0

17 春日原南 41 171 24.0
18 白水ヶ丘 103 437 23.6
19 弥生 114 499 22.8
20 日の出町 99 434 22.8
21 ちくし台 64 282 22.7
22 若葉台東 53 238 22.3
23 天神山 122 548 22.3
24 下白水南 149 677 22.0
25 小倉 126 577 21.8
26 須玖北 146 683 21.4
27 桜ヶ丘 110 516 21.3
28 千歳町 75 353 21.2
29 須玖南 149 732 20.4
30 光町 57 281 20.3
31 宝町 61 304 20.1
32 上白水 177 897 19.7
33 岡本 67 347 19.3
34 春日原 116 606 19.1
35 大和町 17 138 12.3

■平成26年度特定健康診査地区別受診率（順位）

閉館します　西スポーツセンター体育館
　西スポーツセンター体育館（那珂川町中

なかばるひがし
原東１ｰ４

ｰ１）は、平成28年３月31日㈭をもって閉館します。
平成3年12月から利用を開始し、屋内競技の練習や
大会などで、多くの市民の皆さんに利用されてきま
した。　
　長い間、本当にありがとうございました。

　なお、平成28年４月に総合スポーツセンター（大
谷６ｰ28）が開館予定です。ぜひ利用してください。
※西スポーツセンター野球場は、４月以降も利用で
きます。
問い合わせ先　スポーツ課スポーツ担当
☎（571）3234（代表）　F（585）1634

※受診率は四捨五入した数値です。

受診した
24.0％

受診していない
76.0％

0

3

6

9

12

15

該当者
13.9％

予備群
12.7％ 合わせて

26.6％

■内臓脂肪症候群の割合

■市特定健診受診率
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市
民
健
康
診
査
を
ま
だ
受
け
て
い
な

い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
「
自
分
は
健
康
だ
か
ら
大
丈
夫
」と
思
っ

て
い
る
人
や「
健
診
の
受
診
を
ど
う
し
よ

う
か
な
」と
迷
っ
て
い
る
人
な
ど
、
自
分

の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
き
っ
か
け
と
し

て
、
市
民
健
診
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

受
診
を
希
望
す
る
人
で
、
手
元
に「
市

民
健
康
診
査
の
ご
案
内
」が
な
い
場
合
は
、

再
度
送
付
し
ま
す
の
で
、
市
健
康
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
限　

平
成
28
年
２
月
29
日
㈪（
集

団
健
診
は
２
月
12
日
㈮
）

受
診
方
法

▽
集
団
健
診（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
の
健

診
）　

　
健
康
診
査
、
各
種
が
ん
検
診
を
同
時

に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
集

団
健
診
申
込
は
が
き
」で
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

▽
個
別
健
診（
指
定
医
療
機
関
で
の
健
診
）

　
受
診
す
る
曜
日
や
時
間
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
に
直
接
予
約

が
必
要
で
す
。
受
診
の
際
は「
個
別
健

診
カ
ー
ド
」を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
団
健
診
申
込
は
が
き
と
個
別
健
診

カ
ー
ド
は
、
平
成
27
年
６
月
に
郵
送
し

た「
市
民
健
康
診
査
の
ご
案
内
」に
同
封

し
て
い
ま
す
。

いつ受けるの？　市民健診
健康課 健康増進担当　☎（501）1134　F（501）0051

平成28年春日市成人式
　20歳の門出を祝う成人式を行います。
　当日は式典の他、成人式実行委員会による企画や
集合写真の撮影を行います。
対象　平成7年4月2日〜平成8年4月1日に生まれた

人
※12月1日現在で市に住民登録がある対象者には、
案内状を送付しています。なお、市外に住んでい
る新成人も出席できます（事前申込不要）。詳しく
は、市ウェブサイト（http://www.city.kasuga.
fukuoka.jp/kosodate/social/seijinshiki.html）
を見てください。
日時　平成28年1月11日㈪

午前10時〜正午（開場：午前9時30分）
場所　ふれあい文化センター新館１階スプリング

ホール（大谷6ｰ24）
※工事の影響で駐車場が大幅に減少しています。で
きる限り公共交通機関を利用してください。

※受け付けはありませんので各自入場してください。
※座席数に限りがありますので、介助などの特別な
理由がある場合を除き、新成人以外の入場は控え
てください。

問い合わせ先　社会教育課社会教育担当
☎（575）4121　F（593）7380
syakai@city.kasuga.fukuoka.jp

市
は
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指

し
、「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
素
案
を
公
表
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
そ
れ
ら
に
対
す

る
市
の
考
え
方
と
と
も
に
整
理
し
、
公
表

す
る
予
定
で
す
。

※
個
々
の
意
見
に
対
し
て
の
回
答
は
行
い

ま
せ
ん
。

素
案
公
表
・
意
見
募
集
期
間　
12
月
21
日

㈪
〜
平
成
28
年
１
月
15
日
㈮

素
案
公
表
場
所　

ご
み
減
量
推
進
課
窓

口（
市
役
所
３
階
）、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://w

w
w
.city.

kasuga.fukuoka.jp/

）

意
見
提
出
方
法　
平
成
28
年
１
月
15
日
㈮

（
必
着
）ま
で
に
、
意
見
を
書
い
た

文
書
に
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し

て
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
送
る
か
、
直
接

窓
口
に
提
出
す
る

意
見
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
ご
み
減
量

推
進
課（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日

市
役
所
３
階
）

g
o
m
ig
en
@
city

.ka
su
g
a
.

fukuoka.jp

一般廃棄物処理基本計画素案に対する意見募集
ごみ減量推進課 ごみ減量担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1147
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市
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

共
同
で
、
平
成
28
年
度
か
ら

32
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
年
度

と
す
る「
春
日
市
地
域
し
あ
わ
せ
プ

ラ
ン
２
０
１
６（
市
地
域
福
祉
計
画・

地
域
福
祉
活
動
計
画
）」を
作
成
し
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
社
会
福
祉

法
に
基
づ
い
て
、
地
域
福
祉
の
方
向

性
を
示
す
た
め
に
各
市
町
村
が
策
定

す
る
も
の
で
、
平
成
17
年
度
、
22
年

度
に
続
き
、
今
回
で
３
回
目
で
す
。

　
地
域
福
祉
計
画
策
定
検
討
会
の
議

論
を
経
て
ま
と
め
た
計
画
の
素
案
を

公
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
対
す
る
考
え

方
は
、
後
日
公
表
し
ま
す
。

※
個
々
の
意
見
に
対
し
て
の
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
。

意
見
提
出
対
象
者　
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

▽
市
内
に
居
住
す
る
人

▽
市
内
に
事
務
所
か
事
業
所
を
有
す

る
個
人
、
法
人

▽
市
内
に
通
勤
、
通
学
す
る
人

▽
そ
の
他
、
計
画
内
容
に
関
係
が
あ

る
人　

素
案
公
表
・
意
見
募
集
期
間　
12
月

16
日
㈬
〜
平
成
28
年
1
月
15

日
㈮

素
案
公
表
場
所　
福
祉
計
画
課
地
域

福
祉
担
当（
市
役
所
２
階
）、

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.city.kasu

ga.
fukuoka.jp/

）

意
見
提
出
方
法　
平
成
28
年
１
月
15

日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、
意
見

書
様
式（
福
祉
計
画
課
か
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
入
手
）に
、

意
見
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
て
、郵
便
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
送

る
か
、
直
接
窓
口
に
提
出
す

る

※
住
所
、
氏
名
の
記
載
が
な
い
も
の

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
個
人
情
報
、
個
人
や
法
人
を
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
す
る
も
の
、
本
計
画
に
関
連

の
な
い
も
の
、
回
答
で
き
な
い
も

の
、
適
切
で
な
い
と
判
断
す
る
も

の
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

意
見
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
市
福
祉
計
画
課
地
域
福
祉
担
当

（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役
所

2
階
）

m
insei@

city.kasuga.
fukuoka.jp

▽
市
社
会
福
祉
協
議
会（
〒
816
ー

０
８
５
１
昇
町
３
ー
１
０
１
）

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

fu
k
u
sh
i@
k
a
su
g
a
-

shakyo.or.jp

第３次地域福祉計画素案に対する意見募集
福祉計画課 地域福祉担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1142

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る（
児
童
扶
養
手

当
証
書
を
交
付
さ
れ
て
い
る
）

世
帯
の
人
が
、
Ｊ
Ｒ
の
通
勤
定

期
を
購
入
す
る
場
合
、
３
割
引

に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
事
前
に
特
定
者
資
格
証

明
書
の
交
付
申
請
が
必
要
で

す
。

※
通
学
定
期
は
対
象
外
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
児
童
扶

養
手
当
証
書
、
印
鑑
、

申
請
用
写
真
２
枚（
縦

２・
５
㎝
×
横
２
㎝
、

６
カ
月
以
内
に
撮
影
、

正
面
向
き
上
半
身
、
脱

帽
の
も
の
）

申
請
先　
こ
ど
も
未
来
課
母
子

児
童
担
当（
市
役
所
２

階
）

児童扶養手当受給世帯のＪＲ通勤定期の割引
こども未来課 母子児童担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1115

年
末
年
始
の
ご
み・
し
尿

の
収
集
を
休
み
ま
す
。

○
ご
み
収
集
休
み

12
月
31
日
㈭
〜
平
成
28
年
１

月
３
日
㈰

○
し
尿
収
集
休
み

12
月
29
日
㈫
の
正
午
〜
平
成

28
年
１
月
４
日
㈪

○
浄
化
槽
清
掃
休
み

12
月
30
日
㈬
〜
平
成
28
年
１

月
３
日
㈰

○
自
己
搬
入
休
み

▽
春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ

12
月
30
日
㈬
〜
平
成
28
年

１
月
３
日
㈰

▽
ク
リ
ー
ン・エ
ネ・パ
ー
ク

南
部

12
月
31
日
㈭
の
午
後
３
時

〜
平
成
28
年
１
月
３
日
㈰

ごみ・し尿収集などの年末年始の休み
ごみ減量推進課 ごみ減量担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1147

飼い主からの犬・ネコ
引き取り業務年末年始休み
期間　12月25日㈮〜平成28年1
月6日㈬

問い合わせ先　筑紫保健福祉環
境事務所保健衛生課
☎（513）5599
F（513）5598



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

青パト安全運転競技会開催

宝町地区自治会が優勝
　11月 6日、南福岡自動車学校（大野城市下

しもおおり
大利）で、青パト安全運転競技会（安

全安心まちづくり推進委員会他６団体主催）が行われました。青パトとは、青
色回転灯を装着した防犯パトロール車のことで、自治会などが地域内を巡回し、
地区内の防犯を行うものです。
　当日は、筑紫地区４市１町で地域の防犯活動に取り組む16チーム48人が、日頃の安全運転技術を競い合いました。
　市からは、宝町、天神山、塚原台の各地区自治会が参加し、優秀な成績を修めました。
団体の部　▷第 1位　宝町地区自治会
個人の部（敬称略）　▷第 1位　金

か ね こ
子隆

た か じ
次（宝町地区自治会）　▷第 2位　秋

あきやま
山克

か つ み
己（宝町地区自治会）　　　　　　　　

△第1位に輝いた宝町地区自治会の皆さん

災害時のため池の水利用

水利組合と覚書を調印
　11月 11 日、市は、市内 6地区の水利組合と「災害
時における春日市ため池等の水の使用に関する覚書」を
締結しました。これは、大規模な災害が発生した際、水
の確保を円滑かつ迅速に行い、市民生活を安定させるこ
とを目的としたものです。
　締結後、市長は「断水が発
生した際などに大いに役に立
つ協定を結ぶことができま
した。より災害に強いまちづ
くりに取り組んでいきます」
と感謝を述べました。

△市長（左から3番目）と市内
6地区水利組合の皆さん

　　　

　11月 14日、春日まちづくり支援センター・ぶどうの庭で、同センターの

10周年記念式典と第 13回であい祭が行われました。

　であい祭には、惣利酔狂ちんどん一座によるちんどんパフォーマンスや博多

流安来節伝承会による博多流安来節演舞、かすが Y
よ さ こ い
OSAKOI 隊のよさこい演

舞など多くの団体が出演。館庭では、カレーやそば、もちなど多くの食品も販

売され、館内では、バザーや普段ぶどうの庭で練習をしている市民団体による

オカリナの演奏、ギターの弾き語りなどが行われましました。

　また、九州場所でぶどうの庭に部屋を構える芝
しばたやま
田山部屋の力士による恒例の餅つきも行われ、大いににぎわいまし

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報レポーター　長
ながた
田豊

とよ き
喜）

第13回ぶどうの庭であい祭

△式典で獅子舞を披露する惣利好いとう
会

古賀恭子さん（春日市生活学校代表）

内閣官房長官賞受賞
　この度、古

こ が
賀恭

きょうこ
子さんが、公益財団

法人あしたの日本を創る協会が主催す
る、あしたのまち・くらしづくり活動
賞の内閣官房長官賞を受賞しました。
　古賀さんは、昭和 54年に市生活学
校を開設し、青少年健全育成のため、
ポルノ雑誌自販機撤去や白いポスト設
置活動を開始。その後も、クリーン作戦につながる散乱
缶撤去運動や EMぼかし（発酵菌）による生ごみ減量な
ど、さまざまな活動を長年に渡って行ってきました。こ
れらの活動が評価され、今回の受賞となりました。

△「会員みんなの活
　動が受賞につなが
　った」と古賀さん

市 報 か す が
平成27年12月15日13



春日・大野城・那珂川消防署

全国一斉秋季火災予防運動
　11月 9日〜 15日の全国一斉秋季火災予防運動の一環として、11月
7日、春日・大野城・那珂川消防署で消防フェアが行われ、市民など約
400人が参加しました。同フェアは、防火防災への関心や自助共助の意
識を高め、火災予防意識を浸透させることが目的です。会場内には、消
火器の使用体験や暗中検索など、14のコーナーが設けられ、参加者たち

は積極的に体験していました。
　参加者の北

きたはら
原さん親子は「楽しかった。身を持って防災や防火などを体験で

きる機会は少ないので、とても良い経験になった」と感想を述べました。
　また、11月 9日には、同署職員と市女性消防団員が西鉄春日原駅前で秋季
火災予防運動街頭啓発を実施。市マスコットキャラクターのかすがくんとあす
かちゃんも参加し、啓発物品を配付しながら、仕事や学校帰りの人たちに火災
予防を呼び掛けました。

△水消火器で的を狙い、消火器の使い方を体
験するコーナー

△西鉄春日原駅での街頭啓発

上位入賞者・団体（敬称略）　※左から1位、2位、3位
【400mの部】
就学前男子　相

あいば
場悠
ゆうしん
伸、長

ながの
野佑

ゆう き
希、金

かない
井聖

せ な
成

就学前女子　草
くさば
葉柚

ゆ う
羽、島

しまむら
村美

み よ こ
陽子、古

こ が
賀莉

まり な
和

【1㎞の部】
小学1年生男子　浦

うらた
田真

ま こ と
心人、伊

いとう
藤智

とも や
哉、南

みなみ
　雄

ゆう と
途

小学1年生女子　江
えとう
藤朱

あか り
里、宇

う の
野史

しお り
栞、梅

うめだ
田ひかり

小学2年生男子　中
なかしま
島颯

そう た
太、船

ふなつ
津陽

はる と
登、松

まつお
尾蓮

れん と
人

小学2年生女子　三
みむら
村真

ま ゆ
優、山

やまむろ
室美

みづ き
月、草

くさば
葉心

み か
花

小学3年生男子　島
しまむら
村真

まな と
登、山

やまぐち
口羚

れい む
夢、佐

さ こ の
古野　豊

ゆたか

小学3年生女子　伊
いとう
藤友

ゆ う
優、立

たちばな
花杜

と わ こ
和子、佐

さとう
藤結

ゆう き
希

【2.2㎞の部】
小学4年生男子　藤

ふじもと
本一
いっけい
慧、齊

さいとう
藤　慧

けい
、船
ふな ま
間隼
しゅんき
稀

小学4年生女子　花
はなだ
田胡

くる み
桃、小

こびる い ま き
比類巻沙

さ ら
良、中

なかむら
村優

ゆう か
花

小学5年生男子　中
なかやま
山隆
りゅうのすけ
之介、隈

くまもと
本海
かいせい
青、丸

まるばやし
林翼

ようすけ
介

小学5年生女子　西
にしむら
村真

ま り な
里奈、伊

いとう
藤純

すみ か
茄、浦

うらはま
浜未

み ゆ
夢

小学6年生男子　渡
わたなべ
部匠

たく み
海、別

べっとう
當優

ゆう ま
央、齊

さいとう
藤　凛

りん

小学6年生女子　元
もとき
木紅

この は
葉、梅

うめだ
田珠

たま き
希、宮

みやはら
原なな佳

か

【駅伝の部】
小学生男子　春日野ライオンズ、福岡春日ボーイズ小
学生の部、春日野サッカー

小学生女子　春日（那珂川）ジュニアランナーズ
小学生男子区間賞　1区：齊藤　凛、2区：高

たかぎ
木樹

じゅ ら
羅、

　　3区：武
む と う
藤晃

こうせい
清、4区：渡部匠海、5区：青

あ お き
木幸

ゆきとし
駿、

6区：金
かねこ
子昴
たかひろ
弘

小学生女子区間賞　1区：西村真里奈、2区：伊藤純茄、
3区：伊藤友優、4区：中

なかむら
村彩

あ や か
香、5区：中村優花、

6区：宇野史栞

◁
駅
伝
の
部
で
、
１
位
で
ゴ
ー
ル
す
る

春
日
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
６
区
走
者

　11 月 15日、白水大池公園で、第 41回春日市走ろう大会「ラン（子
ども）&ウォーク」を行いました。約 480 人が参加し、5歳から小学
6年生までの子どもたちが、精一杯走り抜きました。また、ヘルスリー
ダーと市内コース（4㎞と 10㎞）を歩くウォーキングも同時開催しま
した。

大会結果をお知らせします

第 41回春日市走ろう大会（子ども）
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イ
ベ
ン
ト

航
空
自
衛
隊
西
部
航
空
音
楽
隊

定
期
演
奏
会

　
同
音
楽
隊
の
第
52
回
定
期
演
奏
会
で

す
。

　
入
場
は
無
料（
要
申
込
）で
す
。
ぜ
ひ

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
平
成
28
年
３
月
４
日
㈮

午
後
７
時
開
演

場
所　
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
１
ー
１
）

申
込
方
法　
平
成
28
年
１
月
１
日
㈮
〜

２
月
１
日
㈪
午
後
５
時
に
、
往

復
は
が
き
か
方
面
隊
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://w

w
w

.m
od.g 

o.jp/asdf/w
adf/

）で
申
し

込
む

※
応
募
１
件
に
つ
き
２
人
ま
で
申
し
込

め
ま
す
。

※
往
復
は
が
き
の
記
入
要
領
な
ど
、
詳

し
く
は
市
役
所
に
置
い
て
い
る
チ
ラ

シ
を
見
る
か
、
同
隊
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
航
空
自
衛
隊

西
空
司
令
部
広
報
係

☎（
５
８
１
）４
０
３
１（
内
線
：
２
３ 

０
４
）

県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
２
０
１
６

　

福
祉
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
を
対

象
に
、
同
フ
ェ
ア
ｉイ

ンｎ 

Ｆ
フ

ク

Ｕ
Ｋ
Ｕ 

Ｏオ

カ
Ｋ
Ａ
を
開
催
し
ま
す
。

　
求
人
情
報
が
あ
る
事
業
所
な
ど
が
参

加
し
、
個
別
面
談
、
福
祉
に
関
す
る
資

格
や
就
職
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
事
前
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

　

託
児（
３
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
、

要
予
約
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
人
、
平
成
28
年
３

月
末
に
大
学
・
専
門
学
校
な
ど

を
卒
業
予
定
の
人

期
日　
平
成
28
年
２
月
６
日
㈯

内
容
・
時
間

▽
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

（
受
付
：
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
30

分
）

▽
就
職
面
談
会

午
後
１
時
〜
４
時（
受
付
：
午
後
０

時
30
〜
３
時
30
分
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

※
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
社
会

福
祉
協
議
会
人
材
・
情
報
課

☎（
５
８
４
）３
３
１
０

F（
５
８
４
）３
３
１
９

健　

康

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
生
活
習
慣
病
や
子
ど
も
の
食
事
が
気

に
な
る
人
な
ど
、
食
生
活
に
関
す
る
悩

み
に
つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
12
月
22
日
㈫
、
平
成
28
年
１
月

５
日
㈫

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

子
育
て

お
母
さ
ん
を
応
援
！

心
タ
イ
ム
託
児

　
普
段
子
育
て
に
忙
し
い
お
母
さ
ん
を

応
援
す
る
た
め
に
、
託
児
を
行
っ
て
い

ま
す（
要
予
約
）。
買
い
物
や
仕
事
で
託

児
が
必
要
な
場
合
や
、
運
動
や
休
息
の

時
間
を
つ
く
り
た
い
場
合
な
ど
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。
親
子
そ
れ
ぞ
れ
の
楽

し
い
時
間
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

　
託
児
に
合
わ
せ
て
、ア
ロ
マ
教
室（
月

１
回
）と
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室（
月
２
回
）

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
ア
ロ
マ
教
室
と
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
は

ど
ち
ら
も
有
料
で
、
予
約
が
必
要
で

す
。

託
児
対
象　
５
カ
月
以
上
の
未
就
学
児

託
児
日
時　
毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

託
児
場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１

階
こ
ど
も
の
部
屋（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

託
児
料
金　
１
２
０
０
円（
３
時
間
ま

で
）

※
１
時
間
延
長
ご
と
に
４
０
０
円
が
掛

か
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
サ

ポ
ー
タ
ー
す
く
す
く
ク
ラ
ブ

☎（
５
８
４
）８
１
４
１（
F
兼
用
、
小こ 

畑ば
た
）

☎
０
８
０（
６
４
４
１
）０
７
６
３（
古ふ

る

川か
わ
）

F（
９
８
４
）０
８
７
８

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
注
意
し
よ
う
！

　
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
被
害
額
が
、
過

去
最
悪
の
速
さ
で
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
相
手
は
、
も
う
け
話
や
不
安
に
な

る
話
を
し
た
り
、場
合
に
よ
っ
て
は
、

警
察
官
な
ど
を
装
い
電
話
を
掛
け
て

き
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
電
話
で
お
金
は
、
す
べ
て
詐
欺
」

で
す
。
気
に
な
る
と
き
は
す
ぐ
に

１
１
０
番
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
見
え
な
い（
知
ら
な
い
）相
手
か
ら

の
電
話
は
極
め
て
危
険
で
す
。
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

犯
人
が
よ
く
使
う
言
葉

▽
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た

▽
会
社
を
首（
解
雇
）に
な
る

▽
名
義
を
貸
し
て
ほ
し
い

▽
す
ぐ
に
お
金
が
必
要
だ

▽
家
族
に
迷
惑
が
掛
か
る

▽
逮
捕
さ
れ
る

▽
必
ず
も
う
か

る
▽
お
金
が
返
っ

て
く
る

安
全

安
心

問
い
合
わ
せ
先

▽
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３

▽
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　
赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
を
対
象
と
し
た
、
離
乳
食
の

作
り
方
や
進
め
方
を
学
ぶ
教
室
で
す

（
離
乳
食
中
期
以
降
の
話
が
中
心
）。

　
託
児（
先
着
15
人
、
１
人
３
０
０
円
）

も
あ
り
ま
す
。

対
象　
６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
の
保
護

者

日
時　
平
成
28
年
１
月
20
日
㈬ 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
50
分

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　
２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
託
児
に
必

要
な
道
具（
名
前
を
記
入
）

申
込
方
法　

12
月
15
日
㈫
〜
平
成
28

年
１
月
６
日
㈬
に
、
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
子
ど
も
の
名
前
･

性
別
・
生
年
月
日
、
託
児
の
有

無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
28
年
７
月
か

ら
10
月
生
ま
れ（
生
後
２
〜
６
カ
月
）の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
お

出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
や
、
友
達
づ
く
り
を

応
援
し
て
い
ま
す（
父
親
の
参
加
可
）。

　
月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士
で

交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、
初

め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象
で

す
。

日
程　
平
成
28
年
１
月
６
日
㈬
、
13
日

㈬

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）

定
員　
12
組（
申
込
先
着
順
）

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

申
込
方
法　

12
月
16
日
㈬
〜
26
日
㈯

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も

の
名
前
、
生
年
月
日
、
居
住
地

区
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

▽
県
節
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
サ
イ

トhttp
://w

w
w

.p
ref.fuk 

uoka.lg.jp/contents/set 
suden7.htm

l

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境
計
画
担

当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

福　

祉

一般
財
団
法
人
余よ
け
い
か
い

慶
会

奨
学
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
同
会
は
、
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す
る

人

▽
県
内
の
高
等
学
校
に
在
籍
し
、
平
成

28
年
３
月
に
卒
業
予
定
の
生
徒

▽
一
人
親
家
庭（
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
家
庭
）、
里
親
家
庭
、

児
童
養
護
施
設
な
ど
に
入
居
し
て
い

る
児
童
で
、
学
習
意
欲
が
高
く
大
学

な
ど（
短
期
大
学
、
専
門
学
校
を
含

む
）へ
の
進
学
を
希
望
す
る
生
徒

奨
学
金　
50
万
円（
年
額
）

※
返
済
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　
40
人
程
度

選
考
方
法　
書
類
審
査

申
込
期
限　
12
月
31
日
㈭（
必
着
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
会

☎（
５
１
７
）５
６
６
８

F（
４
３
３
）０
６
６
６

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
同
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://yokei 

kai.cosm
ospc.co.jp/

）を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
全
血
献
血
に
ご
協
力
を

　
治
療
に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
献
血

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
は
長
期

間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
献
血
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
、
献
血
に

は
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所　

▽
12
月
24
日
㈭

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
１
階
ロ
ビ
ー（
昇

町
１
ー
１
２
０
）

▽
12
月
28
日
㈪

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

持
っ
て
く
る
も
の　
献
血
カ
ー
ド（
手

帳
）

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
２

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so

d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp環　

境

冬
季
節
電
へ
の
取
り
組
み

無
理
の
な
い
節
電
を

　
今
年
の
冬
の
電
力
需
給
は
、
企
業
や

家
庭
に
お
け
る
節
電
の
定
着
な
ど
を
織

り
込
ん
だ
上
で
、
電
力
の
安
定
供
給
に

最
低
限
必
要
な
予
備
率
３
％
を
確
保
で

き
る
見
通
し
で
す
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
県
は
、「
県
に
お

け
る
冬
季
の
節
電
へ
の
取
組
み
〜
無
理

の
な
い
節
電
の
確
実
な
実
施
に
向
け
て

〜（
平
成
27
年
度
冬
季
）」を
公
表
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
冬
は
、
数
値
目
標
を
伴
う
節

電
が
求
め
ら
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
地
域
経
済
の
活
力
を
維
持
し

つ
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
を
効
率
的

に
使
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
在
定
着

し
て
い
る
節
電
を
、
市
民
、
事
業
者
、

行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
無
理
の
な

い
範
囲
で
継
続
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

期
間　
12
月
１
日
㈫
〜
平
成
28
年
３
月

31
日
㈭
の
平
日（
12
月
29
日
㈫

〜
31
日
㈭
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
〜
午
後
９
時

参
考
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

▽
２
０
１
５
年
度
冬
季
の
電
力
供
給
対

策
に
つ
い
て

http://w
w

w
.m

eti.go.jp/
setsuden/index.htm

l
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ど
）、
昼
食

申
込
方
法　
平
成
28
年
１
月
８
日
㈮
ま

で
に
、
往
復
は
が
き（
当
日
消

印
有
効
）、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.
fukuoka.jrc.or.jp/

）
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
む

※
申
込
事
項
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見

る
か
直
接
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
社
同
支
部

事
業
一
課
講
習
担
当（
〒
815
ー

８
５
０
３
福
岡
市
南
区
大
楠

３
ー
１
ー
１
）

☎（
５
２
３
）１
１
７
２

F（
５
２
１
）２
５
５
２

一般
社
団
法
人
市
体
育
協
会　

ス
ポ
ー
ツ
研
修
会

　
認
知
症
予
防
の
た
め
に
、
認
知
機
能

の
維
持
・
改
善
と
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
と

の
関
わ
り
を
学
び
、
健
康
づ
く
り
に
役

立
て
ま
し
ょ
う
。

　
誰
で
も
参
加
で
き
、
受
講
は
無
料
で

す
。

日
時　
平
成
28
年
１
月
24
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午

前
９
時
〜
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー

24
）

演
題　
運
動・ス
ポ
ー
ツ
と
認
知
機
能・

認
知
症

講
師　
熊く

ま
が
い谷
秋し
ゅ
う
ぞ
う
三
さ
ん（
九
州
大
学
基

幹
教
育
院
教
授
）

定
員　
２
５
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰
ま

で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝

え
る
か
、
申
込
書
を
フ
ァ
ッ
ク

ス
な
ど
で
送
る

※
申
込
書
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http
://kasuga-taikyo

.
com

/

）か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
体
育
協
会

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

haru-t@
bb.csf.ne.jp

認
知
症
に
つ
い
て
の
医
療
講
演
会

参
加
者
募
集

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
が
り
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
受
講
者
に
は
、「
認
知
症
の
人
を
支

援
し
ま
す
」と
い
う
意
思
を
示
す「
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」を
渡
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

日
時　
平
成
28
年
１
月
21
日
㈭

講
演
講
座

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

健
康
生
活
支
援
員
養
成
講
習

　
高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活
や
、
健
や

か
な
高
齢
期
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
家
庭

や
地
域
社
会
で
支
援
、
介
護
す
る
方
法

を
学
び
ま
す
。

対
象　
15
歳
以
上

日
程　
平
成
28
年
１
月
20
日
㈬
、
22
日

㈮
、
25
日
㈪（
３
日
間
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
最
終

日
学
科
検
定
希
望
者
の
み
午
後

４
時
ま
で
）

場
所　
同
社
同
支
部（
福
岡
市
南
区
大お

お

楠ぐ
す
３
ー
１
ー
１
）

参
加
費　
９
０
０
円（
教
材
費
、
保
険

料
）

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、
実

技
が
で
き
る
服
装（
ズ
ボ
ン
な

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　
認
知
症
の
症
状
・
予
防
と
治
療

法
に
つ
い
て

講
師　
池い

け
だ田
耕こ
う
い
ち一
さ
ん（
池
田
脳
神
経

外
科
医
師
）

定
員　
60
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直

接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
介
護

予
防
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

問い合わせ先　環境課
☎（584）1111（代表） F（584）1147

冬の省エネ

　まもなく日照時間が１年で最も短
くなる冬至を迎え、本格的な冬が
やってきます。
　今回は、冬に点灯する時間が長く
なる照明について紹介します。
　多くの家庭で、照明器具は、エア
コンに続いて２番目に電力を消費し
ています。54ワットの白熱電球は、
32型の液晶テレビをつけているの
と同じ電力を消費しています。テレ
ビのつけっ放しに気を付けている人
は多いと思いますが、今後は照明の
消し忘れにも気を配ってみましょ
う。
　また、白熱電球は、電球型蛍光ラ
ンプやＬＥＤ電球と比べると寿命が
短く、電気消費量も多いです。
　電球型蛍光ランプやＬＥＤ電球
は、白熱灯よりも高価ですが、電気
代が安くなり、買い替えの頻度も少
なくてよく、結果的に得になります。
また、エアコンや冷蔵庫に比べると
買い替えにかかる負担は小さく、大
きな効果が期待できるので、大掃除
の際に買い替えてみてはいかがで
しょうか。

白熱電球 電球型蛍
光ランプ

LED
電球

消費
電力 60W 12W 8W

寿命 1000時間 6000時間 4万時間

個数 40個 7個 1個

電球代 4000円 6300円 1800円

電気代 5万2800円 1万560円 7040円

コスト 5万1520円 1万6860円 8840円

■4万時間での比較（参考）

※電力単価22円/kwhで算出しています。
※電球代はメーカーや販売店によって異

なります。
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馬
や
牛
は
、
私
た
ち
の
近
く
で
は
す
っ

か
り
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
昭
和
30

年
代
初
め
ご
ろ
ま
で
は
、
福
岡
市
の
中
心

部
の
国
体
道
路（
国
道
２
０
２
号
線
）で
も
、

た
ま
に
荷
車
を
引
く
馬
を
見
か
け
て
い
ま

し
た
。
社
会
が
農
村
に
基
盤
を
置
い
て
い

た
時
代
に
は
、
馬
と
牛
は
運
搬
や
耕
作
の

動
力
源
と
し
て
、
ど
こ
の
村
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
の
車
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

　
地
名
に
も
馬
の
付
く
名
は
多
く
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
馬
渡
、
馬
立
、
馬
転（
う

ま
こ
ろ
び
ま
た
は
、
ま
こ
ろ
び
）や
駒
の
つ

く
地
名
で
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
多
い
の

が
、
馬
場
で
す
。
筑
前
で
は
70
ほ
ど
あ
り

ま
す
。

　
市
内
の
馬
場
は
、
上
白
水
地
区
内
の
字

名
に
あ
り
ま
す
。
場
所
は
上
白
水
公
民
館

の
近
く
、
旧
上
白
水
集
落
の一部
で
す
。

　
馬
は
牛
に
比
べ
従
順
で
、機
敏
に
動
き
、

機
動
力
が
あ
る
た
め
、
軍
事
用
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
る

よ
う
に
武
士
の
乗
馬
用
や
、
物
資
の
輸
送

用
で
す
。
馬
場
は
、
そ
の
た
め
に
馬
を
調

教
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
武
士
は
藩
の
城
下

に
集
ま
っ
て
住
ん
で
い
ま
し
た
。
中
世
に

お
い
て
は
村
々
に
土
着
し
た
武
士
が
い
て
、

市
内
に
も
武
士
団
が
い
ま
し
た
。
白
水
八

幡
宮
の
西
に
武
士（
在
地
領
主
）の
館
跡
と

思
わ
れ
る
堀
を
周
囲
に
巡
ら
せ
た
遺
跡
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
上
白
水
馬
場
と
館

跡
は
、
直
線
で
３
０
０ｍ
離
れ
て
い
ま
す
。

館
に
住
む
武
士
が
こ
こ
で
馬
の
調
教
を
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
中
世
の
遠
い
記
憶

が
残
る
貴
重
な
地
名
で
す
。

　
　
　
春
日
市
郷
土
史
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺て

ら
さ
き崎
直な
お
と
し利

 

春
日
風
土
記

第311号

　
春
日
の
地
名
　
そ
の
3

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
馬
場
＝

人
材
育
成
講
座　

参
加
者
募
集

　
男
女
が
共
に
活
躍
す
る
社
会
づ
く
り

を
テ
ー
マ
に
、
全
３
回
の
講
座
を
開
催

し
ま
す（
単
発
受
講
可
）。

　
誰
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
が
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
手
話
通
訳
、
託
児（
５
カ
月

以
上
の
未
就
学
児
、
無
料
、
各
回
先
着

10
人
）も
あ
り
ま
す
。

○
第
１
回　
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

期
日　
平
成
28
年
１
月
30
日
㈯

演
題　
女
性
が
職
場
で
活
躍
す
る
た

め
に
〜
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

男
性
の
理
解
！
応
援
し
ま

し
ょ
う
。
女
性
の
社
会
進
出

〜

講
師　
松ま

つ
だ田
美み
ゆ
き幸
さ
ん（
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る

館
長
）

申
込
期
限　
平
成
28
年
１
月
22
日
㈮

○
第
２
回　
イ
ク
ボ
ス

期
日　
平
成
28
年
２
月
６
日
㈯

演
題　
女
性
が
職
場
で
活
躍
す
る
た

め
に
〜
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

イ
ク
ボ
ス
の
力
！
応
援
し
ま

し
ょ
う
。
女
性
の
社
会
進
出

〜

※「
イ
ク
ボ
ス
」と
は
、
従
業
員
や
部

下
の
育
児
参
加
に
理
解
の
あ
る
経

営
者
や
上
司
で
す
。

講
師　
小お

ず津
智と
も
か
ず一
さ
ん（
特
定
非
営

利
活
動
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン

グ
ジ
ャ
パ
ン
九
州
代
表
理

事
）

申
込
期
限　
平
成
28
年
１
月
29
日
㈮

○
第
３
回　
家
事
能
力
向
上

期
日　
平
成
28
年
２
月
13
日
㈯

演
題　
女
性
が
職
場
で
活
躍
す
る
た

め
に
〜
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

男
性
の
家
事
能
力
！
応
援
し

ま
し
ょ
う
。
女
性
の
社
会
進

出
〜

講
師　
古こ

が賀
由ゆ

か

り
香
利
さ
ん（
整
理
収

納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

申
込
期
限　
平
成
28
年
２
月
５
日
㈮

時
間　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所　

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
研
修
室

（
光
町
１
ー
73
）

申
込
方
法　
申
込
期
限
ま
で
に
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
託
児
の
有
無
を
伝
え
る

※
託
児
は
、
開
催
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
人
権
政
策
課

人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyo
nasan@

city.kasuga.
fukuoka.jp

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
社

会
福
祉
施
設（
10
人
以
上
収
容
）、
店
舗

や
飲
食
店
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が
出

入
り
す
る
建
物（
30
人
以
上
収
容
）、
工

場
や
共
同
住
宅
な
ど（
50
人
以
上
収
容
）

は
、
消
防
法
で
防
火
管
理
者
を
選
任
す

白
水
八
幡
宮

上
白
水
公
民
館上

白
水
馬
場

白
水
館
跡

もみの木幼稚園

春日中央通り

上
白
水
郵
便
局

上
白
水
公
民
館

上
白
水
郵
便
局〒

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
防
火
管
理

者
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
会

で
す
。

日
程　
平
成
28
年
１
月
22
日
㈮
、
23
日

㈯

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
遅
刻
、
途
中
退
席
を
し
た
場
合
は
、

講
習
を
修
了
し
た
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

場
所　
同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
料　
３
５
０
０
円

定
員　
60
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
12
月
22
日
㈫
以
降
、
同
消

防
本
部
、
消
防
署
、
各
出
張
所

の
い
ず
れ
か
の
窓
口
に
、
申
込

書
を
提
出
す
る（
郵
便
、
電
話

で
の
申
し
込
み
不
可
）

※
申
込
書
は
、
消
防
署
窓
口
か
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://fukuoka.kon 

119.or.jp/

）で
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本
部

予
防
課
指
導
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
５

F（
５
８
４
）１
２
０
０

防
火
管
理
者
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春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他
の
応

急
処
置
を
身
に
付
け
る
ｅ
ー
ラ
ー
ニ
ン

グ
対
応
の
講
習
会
で
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

※
ｅ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
同
消
防
本

部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
応
急
手
当

Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習（
約
60
分
）を
個
人
で
受

講
し
、
お
お
む
ね
１
カ
月
以
内
に
、

実
技
を
中
心
と
し
た
実
技
救
命
講
習

を
受
講
す
れ
ば
、
救
命
講
習
を
修
了

し
た
も
の
と
認
定
し
、
修
了
証
を
交

付
す
る
も
の
で
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂
川

町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中

学
生
以
上
の
人

日
時　
平
成
28
年
１
月
24
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
実
技
救
命
講
習
）

場
所　
同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
署
本

署
救
急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

市
民
後
見
人
養
成
研
修

受
講
者
募
集

　
認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
が
い
な
ど

で
意
思
決
定
が
困
難
な
人
を
法
的
に
支

援
す
る
た
め
に
、
親
し
み
や
す
く
利
用

し
や
す
い
市
民
後
見
人
を
養
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
研
修
後
、
市
民
後
見
人
と
し

て
活
躍
を
希
望
す
る
人
は
、
高
齢
者
・

障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
が
指
導

監
督
を
し
、活
躍
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

対
象　
県
に
居
住
し
て
い
る
40
歳
以
上

の
人
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
情
熱
の
あ
る
人

※
資
格
や
専
門
的
知
識
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。

期
間　
平
成
28
年
１
月
23
日
㈯
〜
５
月

14
日
㈯
の
第
２・４
土
曜
日（
全

８
日
間
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

福
岡
市
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
中
央
区
長な

が
は
ま浜
１
ー

２
ー
８
）

内
容　
後
見
人
の
職
務
遂
行
に
必
要
な

法
律
実
務
や
福
祉
、
介
護
制
度

に
関
す
る
知
識
の
習
得

講
師　
大
学
教
授
、
弁
護
士
、
公
証
人

Ｏ
Ｂ
、
医
師
な
ど

受
講
料　
１
万
円（
教
材
費
な
ど
）

定
員　
70
人

申
込
方
法　
平
成
28
年
１
月
15
日
㈮
ま

で
に
、
所
定
の
申
込
書
、
履

歴
書
、「
私
の
市
民
後
見
人
と

し
て
の
抱
負
」と
題
す
る
作
文

（
４
０
０
字
以
上
８
０
０
字
以

内
）を
郵
便
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

送
る

※
申
込
書
は
、
問
い
合
わ
せ
て
入
手
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

高
齢
者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト（
〒
810
ー
０
０
７
３

福
岡
市
中
央
区
舞ま

い
づ
る鶴
３
ー
６
ー

23
サ
ン
ハ
イ
ツ
舞
鶴
３
０
６

号
）

☎（
７
３
７
）２
３
４
５

F（
７
３
７
）０
５
０
０

ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー

認
定
研
修
会

　
県
は
、
豊
富
な
経
験
を
持
つ
高
齢
者

が
、
地
域
の
子
育
て
を
応
援
す
る
制
度

「
ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」を
設

け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
の
た
め
の
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で

す
。

※
研
修
会
の
時
間
や
申
し
込
み
方
法
な

ど
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

対
象　

子
育
て
支
援
活
動
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
60
歳
以
上
の
人

日
程　
平
成
28
年
１
月
25
日
㈪
、
26
日

㈫
、
28
日
㈭
、
２
月
１
日
㈪
、

10
日
㈬
、
17
日
㈬
、
18
日
㈭

場
所　
ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ（
福
岡
市
中

央
区
荒あ

ら
と戸
３
ー
３
ー
39
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
70
歳
現
役

応
援
セ
ン
タ
ー
内「
ふ
く
お
か

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」

☎（
４
８
１
）１
３
１
２（
月
〜
金
曜
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

F（
６
２
３
）５
６
７
７

※
窓
口
の
対
応
は
、
月
・
水
曜
日
の
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

http://fscr.or.jp/m
eister/

春
日
あ
じ
さ
い
の
会

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
同
会
は
、
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人

の
た
め
に
、
市
報
や
市
の
各
種
計
画
書

な
ど
の
朗
読
を
録
音
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講

座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

※
な
る
べ
く
全
日
程
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

日
程　
平
成
28
年
２
月
８
日
〜
３
月
28

日
の
月
曜
日（
振
替
休
日
を
除

く
）

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

定
員　
15
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
平
成
28
年
１
月
31
日
㈰
ま

で
に
、
電
話
で
申
し
込
む

申
込
先　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

問
い
合
わ
せ
先　
春
日
あ
じ
さ
い
の
会

　
中な

か
じ
ま島

☎（
５
９
２
）５
４
７
０（
F
兼
用
）

相　

談

設
置
し
て
い
ま
す

犯
罪
被
害
者
相
談
窓
口

　
県
は
、
犯
罪
や
性
暴
力
に
よ
る
被
害

で
悩
ん
で
い
る
人
を
支
援
す
る
た
め
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
専
用
電
話
で
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
犯
罪
被
害
に
関
す
る
相
談

　
福
岡
犯
罪
被
害
者
総
合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程　
月
〜
金
曜
日　

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

相
談
電
話

☎（
７
３
５
）３
１
５
６

○
性
暴
力
被
害
に
関
す
る
相
談

　
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
・

ふ
く
お
か
が
、
毎
日（
24
時
間
）相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
電
話

☎（
７
６
２
）０
７
９
９

問
い
合
わ
せ
先　
県
新
社
会
推
進
部
生

活
安
全
課

☎（
６
４
３
）３
１
２
４

F（
６
４
３
）３
１
６
９
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いきいき体操
　
こ
れ
を
食
べ
て
い
れ
ば
絶
対
に
が
ん

に
な
ら
な
い
と
い
う
特
定
の
食
品
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
、

次
の
３
つ
に
気
を
付
け
る
こ
と
で
、
日

本
人
に
多
い
、
胃
が
ん
や
食
道
が
ん
、

食
道
炎
に
な
る
危
険
性
が
低
く
な
る

こ
と
が
分
か
って
い
ま
す
。

①
減
塩
す
る

　

漬
物
や
塩
辛
を
は
じ
め
と
す
る

塩
分
濃
度
の
高
い
食
べ
物
を
摂
る

人
は
、
男
女
共
に
胃
が
ん
に
な
る

危
険
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
日
あ
た
り
の
食
塩
摂
取
量
の

目
安
は
、
男
性
が
８ｇ
未
満
、
女

性
が
７ｇ
未
満
で
す
。

②
野
菜
と
果
物
を
摂
る

　

野
菜
と
果
物
の
摂
取
量
が
少
な

い
グ
ル
ー
プ
は
、
が
ん
に
な
る
危

険
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
野
菜
と
果
物
を
摂
る
こ
と
で
、

特
に
、
食
道
が
ん
・
胃
が
ん
・
肺

が
ん
に
な
る
危
険
性
が
低
く
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

野
菜
と
果
物
を
合
わ
せ
て
、
１

日
に
４
０
０
g（
小
鉢
で
野
菜
を
５

皿
、
果
物
を
１
皿
）摂
取
す
る
こ
と

を
目
標
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

③
熱
い
飲
み
物
や
食
べ
物
は
冷
ま
す

　

飲
み
物
や
食
べ
物
を
熱
い
ま
ま

摂
る
と
、
食
道
が
ん
と
食
道
炎
に

な
る
危
険
性
が
高
く
な
る
と
い
う

報
告
が
多
く
あ
り
ま
す
。
飲
み
物

や
食
べ
物
が
熱
い
場
合
は
、
少
し

冷
ま
し
、
口
の
中
や
食
道
の
粘
膜

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
い
ず
れ
の
が
ん
も
喫
煙
と
の
関
連

が
強
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
禁

煙
も
併
せ
て
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

が
ん
予
防
〜
食
生
活
を
見
直
す

　寒い季節、運動不足になりがち
ですが、ストレッチだけでもやっ
てみませんか。
お尻のストレッチ体操
①椅子に座り、右足のくるぶしを

左足の膝の上に乗せる。
②胸を張り、ゆっくり息を吐きな

がら体を前に倒す（同時に右肘
で右膝を下に押しながら行う
とよりお
尻が伸び
る）。

③反対側も
同様に行
う。

全
国一斉
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

無
料
電
話
相
談

　
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
が
、
電
話

で
、賃
金
未
払
い
や
、サ
ー
ビ
ス
残
業
、

解
雇
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の

労
働
に
関
す
る
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま

す
。

日
時　
12
月
19
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
先　
同
協
議
会

０
１
２
０（
６
１
０
）７
８
７

※
相
談
日
当
日
以
外
に
も
毎
週
月
か
ら

金
曜
日
の
午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）相
談
に

応
じ
て
い
ま
す（
☎（
７
２
４
）９
５ 

０
５
）。

問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議
会　
増ま

す
だ田

☎
０
９
４
０（
３
５
）７
１
２
５

F
０
９
４
０（
３
５
）７
１
２
６

募　

集

県
農
業
大
学
校

研
修
生
募
集 

　
同
校
は
、平
成
28
年
度
の
研
修
科（
野

菜
、
花
き
）の
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
県
内
農
業
者
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

▽
県
内
で
就
農
を
希
望
す
る
人

▽
就
農
し
て
間
も
な
い
人

▽
品
目
転
換
を
志
す
人

研
修
開
始
期　
平
成
28
年
４
月（
品
目

や
受
講
者
の
希
望
に
応
じ
て
８

月
受
講
開
始
も
可
）

研
修
期
間　
６
カ
月
〜
１
年

定
員　
20
人
程
度

申
込
受
付
期
間　
平
成
28
年
１
月
４
日

㈪
〜
２
月
５
日
㈮

面
接
試
験
日　
平
成
28
年
２
月
23
日
㈫

申
込
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
県
農
業
大
学
校　

☎（
９
２
５
）９
１
２
９

F（
９
２
５
）２
４
１
１

http://w
w

w
.fuknodai.jp/

▽
県
農
林
水
産
部
経
営
技
術
支
援
課
後

継
人
材
育
成
室

☎（
６
４
３
）３
４
９
５

F（
６
４
３
）３
５
１
６

そ
の
他

マ
ン
シ
ョ
ン
建
て
替
え
な
ど
に
関
す
る
相
談
窓
口

住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
分
所
有
者
や
借
家

人
な
ど
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
て
替
え
や
、

マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
な
ど
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
る
相
談
窓
口
で
す
。

　
弁
護
士
、
建
築
士
に
よ
る
無
料
の
対

面
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
休
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）

相
談
先　
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
１
６
）１
０
０（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３（
３
５
５
６
）５
１
４
７（
Ｐ
Ｈ

Ｓ
、
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
）

http://w
w

w
.m

lit.go.jp/
com

m
on/001090271.pdf

谷
っ
子
の
素
晴
ら
し
さ

　
「
静
と
動
」と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
静
か
に
じ
っ
と
し
て
い
る

こ
と
と
行
動
的
に
動
き
回
る
こ

と
。
ど
ち
ら
が
目
を
引
く
か
と
い

う
と「
動
」の
方
が
多
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
こ
こ
大
谷
小
で
、

「
静
」の
素
晴
ら
し
さ
、
力
強
さ
を

体
感
し
ま
し
た
。

　
本
校
で
の
教
育
講
演
会
で
の
こ

と
で
す
。
そ
の
と
き
、
講
師
の
先

生
が
、「
十
数
年
間
、
講
演
を
し

て
い
る
け
れ
ど
、
こ
ん
な
に
子
ど

も
た
ち
の
聞
く
姿
勢
に
引
き
込
ま

れ
て
話
を
し
た
の
は
初
め
て
で

す
」と
言
い
ま
し
た
。
講
師
の
先

生
の
方
を
向
き
、
じ
っ
と
話
を
聞

く
子
ど
も
た
ち
の
姿
勢
。
そ
の

「
静
」の
姿
勢
で
、
話
す
人
を
本
気

に
さ
せ
る
谷
っ
子
を
誇
り
に
思
い

ま
し
た
。

　
大
谷
小
学
校
教
頭　
萩は
ぎ
お尾
徹て
つ
こ子 ち

た
も
ど
子
く
輝
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■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜12時15分、13時〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所（無料）　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県ひとり親家庭等就業・自立
支援センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月〜金曜日／8時30分〜17時

※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
人権
◆定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201
第1火曜日／10時〜15時／市役所2階市民相談室（予約不要）

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆ちくし女性ホットライン（暴力・DV・セクハラの相談）　☎（513）7335
月〜水・金曜日10時〜17時／木曜日10時〜 20時30分
◆福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日／9時〜17時（金曜日は18時〜20時30分）／福岡県男女
共同参画センター（8月13〜 15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記の他、相談窓口を情報政策課（☎（584）1148）や市ウェブサイト（http://
www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/sodan/index.html）で紹介しています。

子育て支援センター
　　　　　（須玖南2‒120すくすくプラザ内）
　☎（584）1010　F（584）7739

居所不明児童の調査にご協力を
　国は、毎年居所不明児童に関する調査を実施しています。
○居所不明児童とは
　電話、文書、家庭訪問などによる連絡、接触ができな
い家庭にいる、原則次の①〜③に該当する児童のことで
す。
①乳幼児健康診査など、乳幼児などを対象とする保健・
福祉サービスを受けていない。
②児童家庭相談、保育、児童手当などの児童福祉行政の
実施事務で、必要な各種届け出や手続きに係る案内や
勧奨ができない。
③学校基本調査、学校への就学に係る事務、不登校など
で、教育委員会が学校と連携しても接触ができない。
※保護者と連絡が取れている場合でも、保護者の言動な
ど客観的な状況や、これまで行ってきた支援の状況な
どから、所在などを確認する必要があると判断した場

合は、居所不明児童となります。
○居所不明児童への対応
　市は、児童が所属する各機関の職員が、原則２週間以
上（不登校の場合は半年間以上）、児童の姿を確認できて
いない場合は、市役所の所管部署に報告するようにして
います。
　報告を受けた場合は、各機関と連携しながら、児童の
調査や家庭訪問などを行います。調査・訪問などの際は、
ご協力をお願いします。
　また、児童自身や保護者の子育てに関する相談に、家
庭児童相談員や保育士、保健師などが、面接、電話、ファッ
クス、Ｅメールで応じ、悩みや問題の解決を図ります。
相談日時　月〜土曜日（祝休日・年末年始を除く）
午前９時30分〜午後６時

相談先　子育て支援課（子育て支援センター内）
ko_sodan@city.kasuga.fukuoka.jp

　

早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
す

と
こ
ろ
半
月
と
な
り
ま
し
た

が
、
実
は
こ
れ
を
書
い
て
い
る

今
は
11
月
半
ば
。
市
報
は
１
カ

月
前
か
ら
作
り
始
め
る
の
で
、

気
持
ち
は
常
々
１
カ
月
先
に
あ

り
、
そ
の
た
め
か
、
今
年
は
１

年
が
過
ぎ
る
の
が
例
年
よ
り
早

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
▼

そ
ん
な
職
場
で
の
昼
食
に
は
お

弁
当
を
持
参
し
て
い
ま
す
が
、

朝
の
忙
し
さ
も
あ
り
、
あ
り
き

た
り
の
お
か
ず
、
彩
り
に
赤
の

プ
チ
ト
マ
ト
や
緑
の
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
が
定
番
に
な
っ
て
い
ま
す

▼
数
名
と
控
室
で
昼
食
を
摂
る

よ
う
に
な
り
、
手
作
り
弁
当
の

概
念
が
変
わ
り
ま
し
た
。
カ

レ
ー
う
ど
ん
、
手
作
り
の
や
き

そ
ば
パ
ン
な
ど
。
な
る
ほ
ど
と

思
っ
た
の
は
そ
の
場
で
ひ
と
手

間
加
え
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば

ト
マ
ト
ソ
ー
ス
と
パ
ス
タ
を
別

で
持
参
し
和
え
る
、
中
で
も
驚

い
た
の
は
、
ご
飯
に
ラ
ザ
ニ
ア

用
の
ソ
ー
ス
、
チ
ー
ズ
を
載
せ

て
レ
ン
ジ
で
チ
ン
。
参
考
に
な

る
話
題
も
多
く
有
意
義
な
昼
休

み
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。   
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奴
国
の
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資
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☎（
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１
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４
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３
）１
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小
倉
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
信
仰
さ
れ
る
古
い
薬や

く
し
ど
う

師
堂
が
あ

り
ま
す
。
お
堂
に
残
さ
れ
て
い
た
棟む

な
ふ
だ札
か
ら
、
１
７
０
４
年
に

創
建
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
お
堂
は
明
治
14
年（
１
８
８
１
年
）に
再
建
さ
れ
た
も

の
で
す
が
、
権ご

ん
げ
ん現
造
り
の
立
派
な
木
造
の
お
堂
で
、
ご
本ほ

ん
ぞ
ん尊
と

と
も
に
筑
紫
地
区
で
最
も
大
き
な
も
の
で
す
。

　
こ
こ
に
祭
ら
れ
て
い
る
お
薬
師
さ
ま
は
、
特
に
眼
病
平へ

い
ゆ癒
に

霊れ
い
け
ん験
あ
ら
た
か
な
仏
さ
ま
と
し
て
尊
ば
れ
て
お
り
、
目
を
患わ

ず
ら

っ

た
と
き
は
半
紙
に
年
の
数
だ
け「
め
」と
書
い
て
堂
内
に
貼
り
付

け
、
御お

が
ん願
を
立
て
る
信
仰
が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

小
倉
地
区
の
文
化
財

〜
小
倉
薬
師
堂
と
目
の
仏
さ
ま
〜

◁
薬
師
如
来
坐
像（
や
く
し

に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う
）、
木
漆
金

箔（
も
く
し
つ
き
ん
ぱ
く
）、

高
さ
95
㎝

△小倉薬師堂
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